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　　In this paper, we investigate word spreads in a blog system“LiBlog”where elementary school students post and read 
messages. We conducted an analysis focusing on the words used in the messages that the children read and the words used in 
the messages they wrote. The words used first time for writing by the child who has already read the word in others' message 
are all extracted, there are 321 (135 kinds) words. We examined the possibility that a word was transmitted between children 
from the case where the same word as the word used in the message of other children browsed by the child was used in the 
subsequent outgoing message. As a result, learning using“LiBlog”was able to grasp that there are many words related to the 
content of the book and the recommended expression as the tendency of the word possibly word propagation.

























































































　本研究では，2008年 6月から 2009年 2月までに，小














































図 1   「LiBlog」のメッセージ閲覧画面
表 1   「LiBlog」を活用した単元の目標，各小単元での学














































































































































































































































の 40.8%，上位 10名で 59.5%を占める。児童間での語の
重複を除いた 135の閲覧先行語で見た場合は，上位 5名
で 63.0%，上位 10名で 74.8%の語を使用している。全児
童 84名のうち，閲覧先行語がある児童は 48名で 57.1%
である。学習の全期間を通した総数で，1児童あたり平均
の閲覧先行語の語数は 3.8（標準偏差 6.8）だが，閲覧先






図 4   小単元において授業 1 時につき児童 1 人が使用した






























童の 38.6%，上位 10名で 58.8%を占めている。全児童 84
名のうち，閲覧先行語を提供した児童は 56名で 66.7%で
あった。学習の全期間を通した総数で，1児童あたり平均


























表 2  閲覧先行語数が 3 以上の児童




























　表 7の「最後（名詞）」は，児童 ID3と ID20の 2名が，
児童 ID12のメッセージ ID655を閲覧した後，それぞれメッ
表 6  複数の児童間で連鎖的に使用している閲覧先行語
　　　の例「恋 ( 名詞 )」
表 5   使用児童数が 2 名以上の閲覧先行語
表 4   閲覧先行語の使用と提供に関する児童の状況
表 7  複数の児童に提供された閲覧先行語の例













　表 8の「大好き（名詞）」は，児童 ID6が児童 ID4のメッ











　表 9の「オススメ（名詞）」は，児童 ID15が，児童 ID6















































表 8  複数の閲覧を経た閲覧先行語の例「大好き ( 名詞 )」
表 9  複数の発信で使用している閲覧先行語の例
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―  注  ―
 1　本研究で具体的な使用状況を確認した閲覧先行語は
87語であるがこれらの語は著者が主観的に選択したも
のであり，客観的な選択の基準はない。87語の小単元
ごとの語数の変化は，概ね全閲覧先行語と同様な傾向
を示している。
―謝　辞―
　本研究の一部は，「第 15回上月情報教育研究助成」に
より実施した。また，授業実践の準備段階から多大なご
支援をいただいた甲南大学の永田亮准教授に深く感謝い
たします。
